
（仮称）小平市公共施設適正配置実施計画 骨子（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状と課題】 

・人口減少・少子高齢化 

・財政バランスの悪化 

・施設の老朽化・更新時期の集中 
 

●大きな３つの課題 

【大きな方向性】 

公共施設マネジメント基本方針 

 2016(H28)～2062(H74) 

公共施設白書 

・魅力あるサービスの実現 
 （サービスの最適化） 

・持続可能な施設総量 
 （量の最適化） 

・コストの縮減と平準化 
 （コストの最適化） 

・長く活用できる施設 
 （性能の最適化） 

●４つの方針 

2062年度(H74)までの47年間で

延べ床面積を20％以上縮減 

●持続可能な施設総量の目安 

【推進の方向性】 

(仮称)公共施設適正配置実施計画 

 2017(H29)～2026(H38) 

設置目的、利用･運営状況、土地･

建物の状況などを記載 
 

●機能分類別の特徴と課題 

記載内容 
 ・更新等の方向性 

 ・配置の考え方 

 ・延べ床面積の縮減目安 

 ・更新等の費用推計 等 

●分類別の推進方針 

基本方針における５期間中の第１期 

 ⇒更新時期が集中する第２期、第３期に向けた準備期間 

第１期中に目標耐用年数を迎える施設 
 (すでに目標耐用年数を超過した施設を含む) 

 学校給食センター、平櫛田中彫刻美術館 記念館、 

 花小金井武道館、民具庫(第一～第三)、リサイク

ルセンター、小平駅南口有料自転車駐車場、中央

公民館、第八小学校 校舎、喜平保育園、健康福祉

事務センター、十三小学童クラブ第一、第十一小

学校 校舎、第二中学校 体育館、第四中学校 校舎 

記載内容 
 ・施設概要 

 ・基本的な方向性 

 ・検討スケジュール※ 等 

●個別施設の方向性 

2017～2026 
H29～H38 

2027～2036 
H39～H48 

2037～2046 
H49～H58 

2047～2056 
H59～H68 

2057～2062 
H69～H74 

基本方針 2016～2062 H28～H74 方針 

計画 

いつまでも 

   わくわくする場を 

      みんなで創ろう 
 

●基本理念 

・延べ床面積の縮減目標（第２期以降は目安） 
 人口減少などに合わせ、基本方針における５期間の期間

ごとに延べ床面積の縮減目標を設定 

期 １ ２ ３ ４ ５ 

目標値 ▲１％ ▲６％ ▲６％ ▲５％ ▲３％ 
※数値は調整中(イメージ) 

●推進の基本的な考え方 

・配置の考え方 
 地域対応施設 地域コミュニティの状況などから小学

校を中心とした複合化を進める 

 広域対応施設 単体での更新等を基本としながらも、

延べ床面積の縮減、広域連携、複合化

等を検討する 

検討ガイドラインの策定(市) 
基本的な方向性 

制約条件の整理 

※基本的な個別施設の検討手順 

基本方針の検討(市・市民等) 
委員会、ワークショップ等 

事業手法の検討(市・民間事業者等) 
PPP/PFI等 

基本方針の策定(市) 

平 成 ２ ８ 年 ９ 月 ２ ７ 日 

公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 

ア ド バ イ ザ ー 会 議 資 料 ① 


